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14. Diazepam・ketanine微量点滴麻酔法の心機能に
およぽす影響
吉田 豊(千葉県がんセンター) 
Diazepam-ketamine微量点滴麻酔法の心機能におよ
ぽす影響を臨床例11例につき， Blumberger-Holldack法
を用いて検討した。前投薬は atropine，diazepam，pe-
ntazocineで行い，導入はまづ diazepam10mgを約 1
分間で静注，次いで ketamine2. Omg/kgを15-20分間
で点滴静注した。 
diazepamでは軽度心抑制的に， ketamine投与に従
ヮて快復し， 1.5mg/kg以上では軽度心刺激的に作用す
るが，一回静注法に較べ比較的安定した循環状態が得ら
れた。 
15. Dopamineの循環動態におよぼす影響
木村秀樹(千葉県がんセンタ~) 
Dopamineの循環動態に対する影響を Blumberger・ 
Holldack法を用いて， 非観血的に調べた。 Dopamine 
2.5pg/kg/minでは，循環動態には変化なく，しだいに
量を増加すると， はじめに DAZ(昇圧期)， ASZ (緊
張期)の短縮が認められ，さらに増加すると，脈拍上昇
とともに，著明な ATZ(駆血期)の低下および ATZ/ 
ASZ，pd/DAZ，pdjASZ等の上昇が認められた。また
投与方法の相違で比較すると， 5μgを最初から投与し
た場合におきた pdの低下は， 2.5μgから増加して行っ
た場合には，認められなかった。 
16.敗血症に対する ATP-MgCh及び糖投与による
影響
平沢博之，小高通夫，大川昌権
添田耕司，佐藤博
(千大・ 2外)
ネズミを用い，盲腸結委主穿孔による腹膜炎に起因した
敗血症モデ、ルを作製し， ATP-MgClz及び糖投与による
効果を検討した。 ATP-MgClz及び糖同時投与により生
存率の有意の改善がみられ， これとともに，肝細胞内 
ATP レベルの改善，肝内細網内皮系機能の改善，及び
肺への blood-borne-particleの取り込みの減少がみられ
た。以上の結果より ATP-MgClz及び糖投与は， 敗血
症の治療として有効と考える。 
17. Arfonad低血圧麻酔時のヒトおよびイヌ血清中
の HistanlIne濃度の変化
和田裕治，飯島一彦，長谷川洋機
高地光世，横川陽子 (千大) 
GO麻酔下のイヌおよび GOF麻酔下のヒトに Ar-
fonad投与による低血圧麻酔を行い， 血清中の Hista-
mlne濃度を経時的に測定した。 イヌでは， 血圧低下
後，対照値の 2-6倍にも達する Hisramine濃度上昇
がみられたがヒトでは， 全経過を通じ normalrange 
で，対照値と比較しても，全く有意な変化を示さなかっ
た。以上よりイヌにおける Arfonadの降圧機序には 
Histamineが関与するが， ヒトでは全く関与していな
いことが分かった。 
18.国立千葉病院における余剰麻酔ガス対策について
伊東和人(国立千葉)
余剰麻酔ガスを補促して外部にパイピングで誘導し放
出する方法を設備し，大凡そ目的を達した。
麻酔器の pop-off-valveを antipolutionvalveに代
え，これで捕促された呼気ガスはエアーリザーパーをも
っ排出管に導かれ，流量調節弁，フローモニターを通っ
て電動ポンプにより屋外に排出される。これにより，通
常の GOF麻酔で最低170ppm-最高2000ppmであった
笑気は許容濃度の25ppmまで低下し，フローセンは9.5 
-2.8ppmもあったものがこの装置により，ほぼ0.5ppm
に減少し満足出来る結果を得た。 また初回の測定によ
り，麻酔回路よりの思わざるリークを発見するなどの利
点もあった。 
19.中国に於ける針麻酔原理を見学して
水口公信(国立がんセンター)
中国針麻酔視察団に参加し，中国大陸各地の研究所，
病院における針麻酔の実情，及び，その原理研究の現況
を，見学したので，スライドを用いて，これらを紹介し 
fこo 
20. Prostaglandins (PGs) と肺
崎尾秀彰(千葉県がんセンター) 
PGsに関する研究.特に Prostacyclin(PGh)およ
び Thromboxane(TZA2)の発見と共に，肺と PGsと
の関係も徐々に解明されつつある。また RIAの導入に
より各種 PGsの血中濃度測定も可能である。麻酔犬に
